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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 31,260 22.6 1,530 142.0 1,580 130.5 610 12.8
22年3月期第3四半期 25,497 △30.8 632 △18.7 685 △20.3 540 9.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 9.56 ―
22年3月期第3四半期 8.30 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 32,335 25,779 79.7 404.05
22年3月期 31,621 25,640 81.1 401.59

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  25,779百万円 22年3月期  25,640百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 3.00 ― 4.00 7.00
23年3月期 ― 3.00 ―
23年3月期 

（予想）
4.00 7.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 42,500 19.9 1,950 139.9 2,000 127.8 380 △6.7 5.95



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成22年10月29日に公表いたしました連結業績予想のうち、通期について、本資料において修正しております。詳細につきましては、本日公表いたしま
した「平成23年３月期 業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項につい
て、及び上記１に係る業績予想の具体的修正内容は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 70,156,394株 22年3月期  70,156,394株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  6,352,433株 22年3月期  6,308,715株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 63,837,118株 22年3月期3Q 65,174,967株
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当第３四半期累計期間における我が国経済は、前半は政府の経済対策の効果や輸出の持ち直しにより自

動車産業等一部の産業に若干の回復傾向が見られましたが、後半においてはエコ関連助成金の減少や長期

の円高の影響による新興国向け輸出の伸び悩み等から踊り場の様相を呈してきております。このような中

にあって、円高の一段落や米国景気の回復といった明るい材料もありますが、一方で国内消費および民間

設備投資は依然低迷しており、また雇用情勢等も低水準であり、厳しい経済環境が続いております。  

 この間における我が国の銅電線需要量は、自動車部門や電気機械部門の持ち直し、電力部門における更

新投資の継続により回復傾向にありますが、全体として、前年同期に比べ若干の増加にとどまりました。

電子材料については、薄型テレビや携帯電話機関連の需要が好調を持続しておりますが競争激化により価

格が下落するなど先行きの事業環境は依然として不透明であります。  

 当第３四半期累計期間において当社グループは、このような環境下にあって引き続き効率的な生産・販

売活動を推進し、事業運営全般にわたる競争力の強化に取り組むなど、鋭意業績の維持向上に努めてまい

りました。  

 その結果、当第３四半期累計期間の売上高は、前年同四半期実績比２２．６％増の３１２億６千万円、

営業利益は前年同四半期実績比１４２．０％増の１５億３千万円、経常利益は前年同四半期実績比１３

０．５％増の１５億８千万円となりましたが、四半期純利益は特別損失の計上を余儀なくされた結果、前

年同四半期実績比１２．８ ％増の６億１千万円にとどまりました。  

 以下、セグメントごとの業績の概況は次のとおりであります。なお、各セグメント売上高の金額にはセ

グメント間取引を含んでおります。 

  

＜電線・ケーブル事業＞  

 光ファイバケーブルは、主要需要先である通信会社における受注増の結果、売上高が増加いたしまし

た。銅電線については、民間設備投資の不振により建設・電販向けの需要は低迷しましたが電力会社の堅

調な更新需要により販売量は若干増加いたしました。  

 その結果、電線・ケーブル事業の売上高は、販売量増加に加え電線販売価格の基準となる銅価格が前年

同四半期に比べ上昇したため、２２７億７千９百万円となりました。その一方で、営業損益は、原材料費

の上昇、販売マージンの悪化により、５億４千４百万円の営業損失となりました。  

  

＜電子材料事業＞  

 当事業の主要製品である導電機能性関連材料やボンデイングワイヤの需要が好調に推移し、その結果、

電子材料事業の売上高は、７４億２千８百万円、営業利益は、２２億７千万円となりました。  

  

＜新規事業＞  

 当社グループの新規事業の中心であるフォトエレクトロニクス事業分野における需要立ち上がりの遅れ

から、当事業部門の売上高は１億４千２百万円、営業損益は事業化に向けた開発費増加により１億５千４

百万円の営業損失となりました。  

  

＜その他＞  

 機器システム事業における大規模システム製品の売上計上等により、売上高は９億２千５百万円となり

ましたが、営業損益は、環境分析事業売上が年度末に集中するため、２千２百万円の営業損失となりまし

た。  

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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当第３四半期の財政状態は、前連結会計年度末と比較して、主に受取手形及び売掛金の増加および在庫

積み増しによる棚卸資産の増加により、固定資産の償却および繰延税金資産の取り崩しがあったものの、

総資産は７億１千３百万円増加し、３２３億３千５百万円となりました。負債は、主として支払手形及び

買掛金の増加、債務保証損失引当金の増加および資産除去債務の計上により、５億７千４百万円増加し、

６５億５千５百万円となりました。純資産は、配当金の支払い、自己株式の買い付け及びその他有価証券

評価差額金の減少等あったものの、当期純利益の計上により１億３千９百万円増加し、２５７億７千９百

万円となりました。  

 営業活動によるキャッシュ・フローは、主に受取手形及び売掛金の増加および棚卸資産の増加に対し

て、税金等調整前四半期純利益、減価償却費および仕入債務の増加により９億６千４百万円の収入となり

ました。投資活動によるキャッシュ・フローは、主として有形固定資産の取得による支出により３億７千

７百万円の支出となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金支払い、自己株式の取得及

び長期借入金の返済により６億２千２百万円の支出となりました。  

  

今後につきましては、第３四半期累計期間の業績を踏まえ、通期を見直した結果、２０１０年度通期

は、売上高４２５億円、営業利益１９億５千万円、経常利益２０億円、当期純利益３億８千万円を見込ん

でおります。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 

  

  

①簡便な会計処理 

1.棚卸資産の評価方法 

   一部の棚卸資産については、実地棚卸を省略しております。 

2.経過勘定項目の算定方法  

   固定的な要素が大きく、予算と実績の差異が僅少のものについては、合理的な算定方法によ 

  る概算額で計上しております。 

3.法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  

   法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに 

  限定しております。 

②特有の会計処理 

1.原価差異の繰延処理 

   原材料費及び加工費の原価差異については、流動資産に繰り延べております。 

  

1.「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

   第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 

  平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準 

  適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。  

   これにより、税金等調整前四半期純利益は208百万円減少しております。また、当会計基準 

  等の適用開始による資産除去債務の変動額は、208百万円であります。 

2.「企業結合に関する会計基準」等の適用 

   第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平 

  成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」 

  （企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

ﾀﾂﾀ電線(株)(5809)平成23年3月期 第3四半期決算短信

-4-



3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 320 356

受取手形及び売掛金 13,333 12,744

製品 1,857 1,488

仕掛品 2,421 1,813

原材料及び貯蔵品 865 664

繰延税金資産 158 184

短期貸付金 4,777 4,960

その他 228 300

貸倒引当金 △11 △11

流動資産合計 23,952 22,500

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,436 2,540

機械装置及び運搬具（純額） 1,638 2,012

工具、器具及び備品（純額） 307 313

土地 1,872 1,875

建設仮勘定 301 239

有形固定資産合計 6,557 6,981

無形固定資産

ソフトウエア 127 119

ソフトウエア仮勘定 － 41

施設利用権 5 5

その他 1 0

無形固定資産合計 134 167

投資その他の資産

投資有価証券 602 627

長期貸付金 27 27

長期前払費用 11 15

前払年金費用 929 983

繰延税金資産 66 264

その他 114 114

貸倒引当金 △59 △59

投資その他の資産合計 1,690 1,972

固定資産合計 8,382 9,120

資産合計 32,335 31,621
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,845 2,408

1年内返済予定の長期借入金 1,332 334

未払金 211 221

未払費用 578 737

未払法人税等 403 165

その他 224 191

流動負債合計 5,595 4,058

固定負債

長期借入金 － 1,165

退職給付引当金 103 112

役員退職慰労引当金 51 55

総合設立厚生年金基金引当金 72 244

環境対策引当金 72 72

製品保証引当金 15 18

債務保証損失引当金 404 220

資産除去債務 208 －

その他 32 34

固定負債合計 960 1,921

負債合計 6,555 5,980

純資産の部

株主資本

資本金 6,676 6,676

資本剰余金 4,536 4,536

利益剰余金 16,021 15,857

自己株式 △1,575 △1,567

株主資本合計 25,658 25,503

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 121 137

評価・換算差額等合計 121 137

純資産合計 25,779 25,640

負債純資産合計 32,335 31,621
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 25,497 31,260

売上原価 21,352 26,161

売上総利益 4,144 5,098

販売費及び一般管理費 3,512 3,567

営業利益 632 1,530

営業外収益

受取利息 18 10

受取配当金 23 13

その他 76 81

営業外収益合計 118 104

営業外費用

支払利息 22 19

賃貸費用 － 9

その他 42 25

営業外費用合計 65 54

経常利益 685 1,580

特別利益

投資有価証券売却益 0 －

固定資産売却益 － 1

貸倒引当金戻入額 2 0

退職給付信託設定益 655 －

補助金収入 155 3

厚生年金基金引当金戻入益 － 168

特別利益合計 813 173

特別損失

貸倒引当金繰入額 2 －

ゴルフ会員権評価損 0 －

減損損失 543 －

固定資産除却損 12 1

債務保証損失引当金繰入額 － 184

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 208

その他 － 4

特別損失合計 558 399

税金等調整前四半期純利益 940 1,354

法人税、住民税及び事業税 269 509

法人税等調整額 130 235

法人税等合計 400 744

少数株主損益調整前四半期純利益 － 610

四半期純利益 540 610
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 940 1,354

減価償却費 1,184 936

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 208

減損損失 543 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △20 △8

前払年金費用の増減額（△は増加） △60 54

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △26 △3

総合設立厚生年金基金引当金の増減額（△は減
少）

109 △172

貸倒引当金の増減額（△は減少） 27 △0

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） － 184

受取利息及び受取配当金 △41 △23

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 4 －

ゴルフ会員権評価損 0 －

退職給付信託設定損益（△は益） △655 －

補助金収入 △155 △3

支払利息 22 19

固定資産売却損益（△は益） △0 △1

固定資産除却損 15 11

売上債権の増減額（△は増加） 221 △588

たな卸資産の増減額（△は増加） △793 △1,178

その他の資産の増減額（△は増加） 257 65

仕入債務の増減額（△は減少） △196 436

未払金の増減額（△は減少） △85 69

未払費用の増減額（△は減少） △233 △164

未払消費税等の増減額（△は減少） △99 △17

その他の負債の増減額（△は減少） 55 48

その他 △2 △2

小計 1,010 1,222

利息及び配当金の受取額 41 23

利息の支払額 △16 △13

法人税等の支払額 △287 △271

補助金の受取額 155 3

営業活動によるキャッシュ・フロー 904 964
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △1 △1

有価証券の売却による収入 0 －

有形固定資産の取得による支出 △1,006 △557

有形固定資産の売却による収入 1 13

無形固定資産の取得による支出 △35 △15

短期貸付金の増減額（△は増加） 800 183

長期貸付けによる支出 △26 －

長期貸付金の回収による収入 0 －

投資その他の資産の増減額（△は増加） 1 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △264 △377

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △167 △167

配当金の支払額 △456 △446

自己株式の処分による収入 0 0

自己株式の取得による支出 △115 △8

財務活動によるキャッシュ・フロー △738 △622

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △98 △35

現金及び現金同等物の期首残高 510 356

現金及び現金同等物の四半期末残高 411 320
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該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 
（注） 

１．事業区分の方法   

   事業は、製品の製造方法・製造過程、並びに使用目的及び販売方法の類似性を考慮し、 

  電線・ケーブル、電子材料・光部品他に区分しております。  

 ２．事業区分に属する主要な製品等  

   電線・ケーブル…………裸線、ケーブル(電力用、光・通信用)、被覆線、工事・付属品  

   電子材料・光部品他……電子材料、機器システム製品、光部品類、環境分析他  

 ３．会計処理方法の変更 

   第１四半期連結会計期間より、材料の評価方法については、従来の総平均法から月別総 

  平均法に変更しております。なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。 

  

前第３四半期連結累計期間(自平成21年４月１日 至平成21年12月31日)において、本邦以外の国又

は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自平成21年４月１日 至平成21年12月31日)において、海外売上高は、

連結売上高の１０％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

電線・
ケーブル 
(百万円)

電子材料・
光部品他 
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

19,964 5,532 25,497 ― 25,497

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

5 28 34 (34) ―

計 19,970 5,561 25,531 (34) 25,497

営業利益又は営業損失（△） △70 675 605 27 632

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17

号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。 

 当社の事業区分は、各事業本部、事業会社を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成され

ております。報告セグメントの区分及び各報告セグメントに属する主要な製品等については、以下の

通りであります。 
 

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機器シ  

     ステム製品事業、環境分析事業を含んでおります。 

   ２．セグメント利益又は損失の調整額△19百万円には、セグメント間取引消去８百万 

     円、各報告セグメントに配分していない全社費用△27百万円が含まれておりま 

     す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究費用であ 

     ります。 

   ３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行ってお 

     ります。 

  

該当事項はありません。 

【セグメント情報】

１.報告セグメントの概要

報告セグメント 主要製品等

電線・ケーブル事業 裸線、ケーブル（電力用、光・通信用）、被覆線、工事・付属品

電子材料事業 電子材料（導電機能性材料、ボンディングワイヤ等）

新規事業 光部品関連製品等

２.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

電線・ 
ケーブル
事業

電子材料
事業

新規事業 計

売上高

 外部顧客への売上高 22,779 7,428 142 30,350 909 31,260 ― 31,260

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高

― ― ― ― 15 15 △15 ―

計 22,779 7,428 142 30,350 925 31,275 △15 31,260

  セグメント利益 
   又は損失（△）

△544 2,270 △154 1,572 △22 1,549 △19 1,530

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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